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が
失
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
貴
重
な
森
林
や
林
業
施
設
が
失

わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
自
治
体
の
多
大
な
る
ご
支

援
の
も
と
、
林
道
な
ど
の
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
未

完
の
と
こ
ろ
も
多
く
、
組
合
が
実

施
す
る
森
林
作
業
は
中
止
や
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
被
害
が
組
合
の
事
業
収
入

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し

た
も
の
の
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち

ま
し
て
４
期
連
続
の
黒
字
決
算
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物

と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
今
年
に
な
っ
て
６
月
18

日
に
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
上
旬

に
は
豪
雨
災
害
、
９
月
４
日
に
台

風
21
号
災
害
が
立
て
続
け
に
発
生

し
ま
し
た
。

　

特
に
台
風
21
号
は
、
府
内
各
地

で
大
規
模
な
風
倒
木
を
発
生
さ
せ

第
2
号
議
案

　「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て
」

第
3
号
議
案

　「
平
成
30
年
度
借
入
金
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
4
号
議
案

　「
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
け
入

れ
先
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
5
号
議
案

　「
大
阪
府
森
林
組
合
定
款
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」

第
6
号
議
案

　「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

第
7
号
議
案

　「
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
8
号
議
案

大
阪
府
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長 

栗
本
　
修
滋

　

代
表
理
事
組
合
長
の
栗
本
で
す
。

　

本
年
８
月
17
日
、
第
１
７
回
通

常
総
代
会
を
大
阪
市
中
央
区
の
國

民
會
館
に
て
、
関
係
各
所
よ
り
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
開
催

し
、
上
程
し
た
８
議
案
を
可
決
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
昨
年
10
月
の

台
風
に
よ
り
、
南
河
内
地
域
を
中

心
に
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
る
ほ

ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
人
命

　

当
組
合
は
第
17
回
通
常
総
代
会

を
8
月
17
日
午
後
2
時
よ
り
、
大

阪
市
中
央
区
の
国
民
會
館
大
ホ
ー

ル
に
お
き
ま
し
て
、
大
阪
府
副
知

事
の
竹
内
様
、
近
畿
中
国
森
林
管

理
局
長
の
馬
場
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
よ
り
多
数
の
ご
来
賓
を

お
迎
え
し
、
総
代
２
４
８
名
中

１
８
８
名︵
う
ち
委
任
状
69
名
）の

出
席
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
は

第
1
号
議
案

　「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て
」
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ま
し
た
。手
塩
に
か
け
て
育
て
た

木
が
こ
れ
か
ら
換
金
と
い
う
時
に
、

す
べ
て
が
な
ぎ
倒
さ
れ
て
し
ま
し

ま
し
た
。

　

林
業
の
被
害
は
復
旧
ま
で
に
数

十
年
を
要
し
ま
す
の
で
、
長
く
て

１
年
サ
イ
ク
ル
で
作
物
を
育
て
る

農
業
と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
長

期
に
わ
た
る
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
面
倒
伏
し
た
木
々
を
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
土
砂
災
害

な
ど
の
二
次
被
害
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
は
必
定
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
で
は
関
係
機
関
や
議

員
の
方
々
に
被
害
の
状
況
の
説
明

と
復
旧
支
援
の
要
望
活
動
に
努
め

つ
つ
、
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
組
合
で
も
被
害
の
復
旧
に
全

力
を
注
ぐ
所
存
で
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　「
組
合
出
資
の
新
会
社
設
立
に

つ
い
て
」

附
帯
決
議

を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
議

案
と
も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご 

挨 

拶

ムラサキシキブ
撮影地：枚方市国見山

8
月
17
日
　
第
17
回
大
阪
府
森
林
組
合

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部）

流動資産
現金・預金 1,058,668,784
さきもり基金 505,370,696�
受取手形 5,225,369
売掛金・未収金 31,122,561
上記 2項目の貸倒引当金 △ 244,000 36,103,930

たな卸資産 32,460,355�
その他 4,388,419

流動資産合計 1,636,992,184

固定資産
有形固定資産 1,105,291,815
　減価償却累計額 △ 838,087,731 267,204,084
無形固定資産 116,668

外部出資
系統出資金 35,870,000
系統外出資金 19,827,000

外部出資金合計 55,697,000

その他の固定資産
農林漁業資金貸付金 23,184,092
　　貸倒引当金 △ 4,786,000 18,398,092
その他 5,100,000
その他の固定資産合計 23,498,092

固定資産合計 346,515,844
資産合計 1,983,508,028

科 目 内 訳 小 計 合 計
（負債の部）

流動負債
買掛金 2,406,470
未払金 115,546,131
前受金 13,687,983
預り金 4,861,771
その他 20,366,401

流動負債合計 156,868,756

固定負債
農林漁業資金借入金 23,184,092
林構施設借入金 29,517,000
預り保証金 9,170,000
退職金給付引当金 106,966,639
役員退任慰労金引当金 8,743,316��
基金預り金 504,000,000
組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他積立金・基金 498,775,340
固定負債合計 1,092,256,387

負債合計 1,249,125,143

（資本の部）
出資金 200,550,000

出資金合計 200,550,000
剰余金
準備金・積立金 433,883,935
当期末処分剰余金 99,948,950

剰余金合計 533,832,885
資本合計 734,382,885

負債・資本合計 1,983,508,028

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,210,694,581
　　2. 費用 963,800,684
　　事業総利益 246,893,897
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 160,351,165
　　2. 旅費交通費 4,086,688
　　3. 事務費 5,804,452
　　4. 業務費 4,150,201
　　5. 諸税負担金 7,242,100
　　6. 施設費 55,105,558
　　7. 雑費 369,784
　　事業管理費計 237,109,948
　　事業利益 9,783,949
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 7,711,722
　　2. 事業外費用 2,160,572
　　事業外損益 5,551,150
　　経常利益 15,335,099
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 194,037
　　2. 特別損失 —
　　特別損益 194,037
　　税引前当期利益 15,529,136
　　法人税及び住民税額 1,950,278
　　当期剰余金 13,578,858
　　前期繰越剰余金 86,370,092
　　当期未処分剰余金 99,948,950

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 3,379,971 2,358,150 △ 1,021,821

販 売 部 門 188,961,007 207,716,829 18,755,822

加  工  部  門 95,148,637 97,917,971 2,769,334

森林整備部門 676,311,069 902,701,631 226,390,562

合　　　計 963,800,684 1,210,694,581 246,893,897

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 99,948,950

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金 2,720,000
　　2.�任意積立金�

持続的な森づ
くり積立金 5,000,000 7,720,000

Ⅲ次期繰越剰余金 92,228,950

平成29年度決算報告
貸借対照表（平成30年5月31日現在）

損益計算書（平成29年6月1日〜平成30年5月31日） 部門別損益計算書

平成29年度剰余金処分案　

1. 受取手形の割引高は 0円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0円である。

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）
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　系統の悲願であった国の森林環境税（仮称）と森林環
境譲与税（仮称）が国の税制大綱に盛り込まれ、森林環
境譲与税（仮称）は平成31年より施行が予定されるな
ど、国の林業施策の転換期を迎えようとしています。
　その内容は森林所有者の管理に対する責務を明確に
し、所有者による管理が行き届かないと判断される場
合は、行政主導により管理を実施することが盛り込ま
れるなど、温暖化対策における森林の位置づけが明確
になる半面、森林所有者の森林に対する思いは、ます
ます希薄になることも予想されます。
　一方で、平成29年10月に近畿地方に接近した台風
21号が、南河内地区を中心にもたらした豪雨による
大規模土砂災害は、森林の受容量をはるかに超える降
雨により引き起こされたものと考えられます。
　昨今、「過去に経験したことのない」と表現される異
常気象状況の発生をみると、適切な管理のもと保水能
力を向上させることはもちろんのこと、災害発生を抑
え込むだけではなく、退避のための時間を確保するよ
うな整備の必要性を関係機関に対し、訴えていきたい

と考えています。
　さて、平成30年度は、引き続き大阪府の森林環境
税を活用した、「持続的な森づくり推進事業」による森
林作業道の恒久化とともに、森林防災を目的とした事
業に取り組みます。
　しかしながら府の森林環境税は、平成31年度末ま
でとされており、前述した森林防災に資する新たな森
林整備事業の創設を大阪府に要望してまいります。
　このように森林・林業振興のみならず、各種の事業
に取り組むことで、当組合が育んできた技術や技能を
発揮させることが組合員の森林保全に加え、府民の安
心・安全な暮らしにつながるとともに、組合運営の基
盤を強化すると考えております。
　今後も当組合は、組合員の期待に応え、併せて地域
社会に貢献するため、森林整備から木材供給までを扱
う森林・林業の協同組合組織として、関係機関のご協
力も得ながら、安定した経営基盤の確立を目指してま
いります。

　平成30年7月豪雨は、西日本を中心として、局地的に甚大な被害をも
たらし、森林組合・連合会の施設や役職員の住宅が滅失・全壊するなど、
大きな被害が生じました。
　森林組合系統では、地域の生活と森林を守る協同組合組織として、森
林組合関係被災者の当面の住居、生活等にかかる経済的な不安の解消や
森林組合組織の復興のため、全国規模の募金活動を実施いたしました。
　募金の活動期間が決められていたこともあり、組合員各位への周知を
図ることはできませんでしたが、第17回総代会に出席された総代各位
に募金へのご協力を訴えかけたところ、1日で5,000円の募金が集まり
ました。
　お預かりした浄財は、組合及び組合の役職員からの募金を加え、8月
20日に全森連に送金いたしました。
　ご協力をいただきました総代の皆様には、この場をお借りし、厚くお
礼申し上げます。
※その後、本募金は平成30年7月豪雨、9月の台風21号、9月の北海道
胆振東部地震の被災地にも配分されることが決定され、当組合に対して
も、台風21号による施設被害の見舞金として、その一部が配分されま
したことをご報告いたします。

部 門 費 用 収 益 損 益

指導部門 3,970 2,920 △ 1,050

販売部門 194,520 205,200 10,680

加工部門 108,900 113,000 4,100

森林整備部門 661,500 888,910 227,410

合　　計 968,890 1,210,030 241,140

Ⅰ．事業総利益����������241,140

Ⅱ．事業管理費����������237,450

Ⅲ．事業外損益�����������2,400

Ⅳ．特別損益������������� —

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）����6,090

1 部門別損益計画

2 事業総損益

（単位：千円）

　平成31年度林野庁関係予算概算要求の概要が発表されました。
　その要求総額は、3,452億円で、このうち公共事業費は2,296億円、非公共事業費は
1,156億円、対前年度比では115.2%となっております。
　主な事業とその予算額は次のとおりです。

■林野庁平成31年度予算概算要求について

林政情報

平成30年度事業計画

■平成30年7月豪雨の被害地への
　系統募金活動結果について

1. 総括表� 平成30年8月

区分 平成30年度
当初予算額

平成31年度
概算予算額 対前年度比

百万円 百万円 ％

公共事業 190,023 229,634 120.8

　一般公共事業費 180,049 219,660 122.0

　　治山事業費 59,736 72,878 122.0

　　森林整備事業費 120,313 146,782 122.0

　災害復旧など事業費 9,974 9,974 100.0

非公共事業費 109,660 115,600 105.4

合　　計 299,683 345,234 115.2

◎重点項目
1. 林業成長産業化総合対策【186億円】
　森林経営管理法に基づく新たな森林管理システム
の推進のため、人材育成や路網整備や高性能林業機
械の導入、川上・川下のサプライチェーンの構築、CLT
をはじめとする木材需要の拡大に向けた取り組みを
総合的に支援する。
①林業・木材産業成長産業化促進対策
　⃝意欲と能力のある林業経営者の育成
　⃝路網整備、高性能機械の導入
　⃝木材加工施設の整備
②スマート林業の促進
　⃝�ロボット、AI、IoTなどの先端技術の活用による効

率化
　⃝受給マッチングによる流通コストの削減
③木材需要の拡大・生産流通構造改革促進対策
　⃝CLTなどの利用促進
　⃝�地域内エコシステムの構築促進などによる新た

な木材需要の創出
　⃝高付加価値木材製品の輸出拡大など

2. 森林整備事業<公共>【1,468億円】
⃝�林業の成長産業化と森林資源の適切な管理を実現
するため、新たな森林管理システムが導入される地

域を中心に、間伐や路網整備、再造林などを推進す
るとともに、国土保全や地球温暖化防止などに貢献
する。

3. 治山事業【729億円】
⃝�豪雨災害など激甚化する災害に対する山地防災力
強化のため、荒廃山地の復旧・予防対策、総合的な
立木対策の強化などを推進

4. 農山漁村地域整備交付金<公共>【1,100億円】
⃝�地方の裁量によって実施する農林水産業の基盤整
備や農山漁村の防災・減災対策に必要な交付金を
交付

5. 「緑の人づくり」総合支援対策【53億円】
⃝�林業への就業前の青年に対する給付金の支給や、
「緑の雇用」事業により新規就業者を現場技能者に
育成する研修などを支援するとともに、新たな森林
管理システムと森林環境税（仮称）の創設を踏まえ、
市町村の森林・林業担当職員を支援する人材の育
成を推進。

6. 森林・山村多面的機能発揮対策【15億円】
⃝�森林・山村の多面的機能の発揮を図るため、地域に
おける活動組織が実施する森林の保全管理や森林

資源の利用などの取り組みを支援。

7. 花粉発生源対策推進事業【1億円】
⃝�花粉症対策苗木への植え替え、花粉飛散防止剤の
実証実験、スギ・ヒノキの雄花着花状況調査などの
取り組みとともに、これらの成果の普及啓発などを
一体的に支援

8. シカによる森林被害緊急対策事業【2億円】
⃝�シカによる森林被害が深刻な地域などにおいて、広
域かつ計画的な捕獲などのモデル的な実施や、捕
獲手法の普及などを推進。

9. 森林景観を生かした観光資源の整備事業
⃝�「レクリエーションの森」において、他言語や動画に
よる情報発信、木製整備などの環境整備を実施し、
観光資源としての活用を推進。

　先の国会で法制化された森林経営管理法が国の森
林環境譲与税（仮称）とともに、平成31年4月から施行
されることを受け、その円滑な推進を図るための事業
が創設されています。目的税である森林環境譲与税
（仮称）の有効活用はもちろんですが、従来の森林整
備事業の予算が削減されないよう、系統が一丸となっ
て国へ要望していく所存です。
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一般的に木材として
活用できるとされる齢級
2020年度末には
全体の5割に達する
見込み

人工林の齢級別面積
（平成24年3月31日末）

十分に行き届いている（1％）
どちらかといえば行き届いている（16％）
手入れの不足を感じる（46％）
手入れが遅れている（37％）

1％

16％

46％

37％

83％

市町村の８割が、管内の人工林は手入れ
が不足していると回答

整備が遅れる人工林
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本
年
5
月
25
日
、新
た
な
法
律
で
あ
る

「
森
林
経
営
管
理
法
」が
国
会
に
お
い
て

可
決
、成
立
し
、平
成
31
年
4
月
か
ら

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

１
．�な
ぜ
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　
国
策
と
し
て
、国
の
木
材
自
給
率
50
％

が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、平
成
28
年
に

は
過
去
30
年
間
で
最
大
と
な
る
34‌ .
8
％

と
な
り
、国
内
森
林
が
保
育
か
ら
利
用
へ

移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、森
林
の
手
入
れ
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
自
治
体
が
83
％

に
上
る
状
況
に
加
え
、境
界
の
不
明
確
を

は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
が
森
林
の
管
理

に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た

め
、適
切
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
森
林
を
、市
町
村
や
意
欲
の
あ
る
林
業

事
業
体
に
委
ね
る
こ
と
で
、森
林
管
理
と

と
も
に
林
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進
す

る
た
め
に
森
林
経
営
管
理
法
が
制
定
さ

れ
た
の
で
す
。

２
．法
律
の
概
要

　

森
林
経
営
管
理
法
に
は
次
の
項
目
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

森
林
所
有
者
に
適
切
な
経
営
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ

る
こ
と
を
明
確
化

②�

森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経
営
管

理
を
実
行
で
き
な
い
場
合
は
、森
林

所
有
者
の
委
託
を
受
け
て
伐
採
な
ど

を
行
う
た
め
の
権
利（
経
営
管
理
権
）

を
市
町
村
に
設
定

③�

市
町
村
は
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林

森林経営管理法（新たな森林管理システム）の概要
①森林所有者に適切な森林の経営管理を促すため責務を明確化
②森林所有者自らが森林の経営管理を実行できない場合に、市町村が森林の経営管理委託を受託
③林業経営に適した森林は、意欲と能力のある林業経営者に再委託
④再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が公的管理を実施

森林所有者の委託を受けて伐採等を
実施するために市町村に設定される権利

市町村の委託を受けて伐採等を実施するために
林業経営者に設定される経営管理権に基づく権利

経営管理権
集積計画

経営管理実施権
配分計画

経営管理権の設定

所有者不明森林等に
おける経営管理権の
設定にあたっての特
例を措置

経営管理受益権

経営管理実施権の設定

経営管理受益権

※

経
営
管
理
の
責
務
を
明
確
化（
適
時
の
伐
採・造
林・保
育
の
実
施
）

●
信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等

●
林
業・木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

●
国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

経営管理受益権

都道府県による市町村の
事務の代替執行も措置

募集

市 

町 

村
森
林
所
有
者

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

都
道
府
県

経営管理権 経営管理実施権

支援措置

経営管理実施
権の設定を希望
する林業経営者
を募集・公表

公表

林業経営に適した森林

自然的条件に照らして
林業経営に適さない森林

意欲と能力のある林業経営者に
林業経営を再委託

市町村による間伐等の実施
（市町村森林経営管理事業）

〜
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

森
林
経
営
管
理
法
成
立
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を
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

に
再
委
託
し
、伐
採
な
ど
を
行
う
た
め

の
権
利（
経
営
管
理
実
施
権
）を
設
定

④�

林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
や
林
業

経
営
者
に
再
委
託
す
る
ま
で
の
間
は

市
町
村
自
ら
が
経
営
管
理
を
行
う

　
こ
れ
は
森
林
所
有
者
が
適
切
な
経
営

管
理
を
行
わ
な
い
場
合
だ
け
で
な
く
、所

有
者
が
不
明
の
場
合
に
も
特
例
を
措
置

し
て
市
町
村
に
経
営
管
理
権
を
設
定
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

３
．現
状
と
目
標

　

現
在
、国
内
の
森
林
の
私
有
林
の
う

ち
、約
1
/
3
で
森
林
経
営
計
画
が
策

定
さ
れ
て
お
り
、残
り
の
2
/
3
の
森
林

に
つ
い
て
は
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
、

そ
の
う
ち
森
林
経
営
に
適
し
た
森
林
に
つ

い
て
は
、市
町
村
が
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
事
業
体
に
経
営
を
委
ね
ま
す
。

　
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
市

町
村
に
よ
る
公
的
管
理
を
行
い
、自
然
に

近
い
森
林
へ
誘
導
す
る
な
ど
、今
後
の
整

備
コ
ス
ト
の
縮
減
を
は
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

森
林
環
境
税（
仮
称
）が
創
設
さ
れ
、そ

の
財
源
を
ま
か
な
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、す
で
に
、森
林
経
営
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、経
営
管
理
を
行
っ

て
い
る
森
林
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
同
様

の
制
度
で
経
営
管
理
を
国
が
支
援
し
ま

す
。

４
．そ
の
効
果
は
？

　
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」に
よ

り
、経
営
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経

営
管
理
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
森
林
が
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、適
切
な
整
備
に

よ
る
、さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果
が
促
進
さ

れ
る
と
と
も
に
、森
林
が
持
つ
多
面
的
機

能
の
高
度
発
揮
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
は
、林
業

事
業
体
と
の
間
を
市
町
村
が
取
り
持
つ

こ
と
で
、安
心
し
て
経
営
管
理
を
任
せ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一方
、林
業
事
業
体
に
と
っ
て
は
施
行

地
の
集
約
化
な
ど
の
手
間
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
市
町
村
か
ら
経

営
管
理
実
施
権
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、長
期
間
に
わ
た
る
計
画
的
な
運
営
が

可
能
と
な
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
森
林
所
有
者・市
町
村・

林
業
事
業
体
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、林
業
の
成
長

産
業
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
．�新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
て

　
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」は
市

町
村
が
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
こ
の
推
進
の
た
め
に
は
市
町
村
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、森
林
所
有
者
や
都
道
府
県
、

森
林
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
林
業
事
業

体
な
ど
、森
林
整
備
に
関
わ
る
関
係
者
の

理
解
と
協
力
が
必
須
で
す
。

　

林
野
庁
で
は
市
町
村
向
け
の
説
明
会

の
開
催
を
始
め
、円
滑
や
制
度
の
運
用
の

た
め
の
手
引
書
の
作
成
を
行
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
、次
世
代

に
豊
か
な
森
林
を
引
き
継
げ
る
よ
う
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①定義
　「経営管理」とは、森林について自然的
経済的社会的諸条件に応じた適切な経営
または管理を持続的に行うことです。
　「経営管理権」とは、市町村が森林所有
者の委託を受けて立木の伐採及び木材の
販売、造林並びに保育（以下「伐採等」とい
う。）（木材の販売による収益を収受すると
ともに販売収益から伐採等に要する経費
を控除してなお利益がある場合に、その
一部を森林所有者に支払うことを含む。）
を実施する権利です。
　「経営管理実施権」とは、林業経営者が
市町村の委託を受けて伐採等を実施する
ための権利です。
②責務の明確化
　森林所有者の責務として、適時に伐採、
造林及び保育を実施することにより、経営
管理を行うことを明確化しています。
　また市町村は、その区域内の森林につい
て、経営管理が円滑に行われるよう必要な
措置を講ずるように努めることとしています。
③市町村への経営管理権の集積
　市町村は、その区域内の森林について、
経営管理の状況などを勘案して、経営管

理権を集積することが必要かつ適当であ
ると認めた場合には、経営管理権集積計
画を定めることとしています。
　なお経営管理権集積計画では、経営管
理権の存続期間や経営管理の意向調査ま
たは森林所有者の申し出を踏まえ作成し、
森林所有者などの同意を得て、これを公
告することにより、市町村に経営管理権が
設定されることとなります。
④林業経営者への経営管理実施権の設定
　市町村は、経営管理権を有する森林の
うち、林業経営に適した森林において、林
業経営者に経営管理を委ねようとする場
合には、市町村が経営管理実施権配分計
画を作成し、これを公告することにより、林
業経営者に経営管理実施権が設定される
ことになります。
　なお経営管理者の選定にあたっては
⃝�都道府県が経営管理実施権の設定を希
望する林業経営者を公募し、経営管理
を効率的かつ安定的に行う能力を有す
ることなどが認められる者を公表
⃝�市町村は、公表された中から経営管理
実施権を設定する者を選定し、経営管
理実施権配分計画を定める

こととしています。
⑤市町村により森林の経営管理
　市町村は経営管理権を取得した森林の
うち、林業経営に適さず、経営管理実施権
が設定されていない森林について、自ら
経営管理を行う事業（市町村森林経営管
理事業）を実施することとしています。
⑥経営管理権集積計画作成手続の特例
　共有林で一部の者が不明な場合や所有
者が全く不明な場合、所有者は確知され
ているが経営管理権集積計画に不同意の
場合には、市町村による探索や公告、都道
府県知事による裁定など一定の手続きを
経ることにより、森林所有者から市町村に
経営管理権を設定できる手続きの特例を
措置しています。
　なお本手続きにより設定された経営管
理権の存続期間は50年を限度とし、森林
所有者からの取り消しも可能としています。
⑦都道府県により市町村の事務の代替執行
　都道府県は、市町村の事務の実施体制
の整備などを事情を勘案して、市町村森
林経営管理事業などに係る事務の全部又
は一部を、市町村の名において行うことが
できるとしています。

⑧�経営管理実施権の設定を受けた�
林業経営者に対する支援措置

⃝�国は、国有林野事業に係る伐採などを
他に委託して実施する場合には、林業経
営者に委託するよう配慮。

⃝�独立行政法人農林業業信用基金は、林
業経営者に対する経営の改善発達に係
る助言などの支援
⃝�林業・木材産業改善資金について林業
経営者が貸し付けを受けるものの償還
期間（据え置き期間を含む）は「12年」か
ら「15年」（林業経営基盤強化などの促
進のための資金の融通などに関する暫
定措置法の特例を措置）とすることとし
ています。
⑨災害など防止措置命令
　市町村は、伐採または保育が実施され
ておらず、かつ周辺の環境を著しく悪化さ
せる事態などの発生を防止するために、森
林所有者に対し必要な措置を講ずべきこ
とを命ずることができるほか、自らこれを
行うことができることとしています。
⑩施行期日
　この法律は平成31年4月1日施行とし
ています。

■森林経営管理法の内容

新たな森林管理システムに関わるＱ＆Ａ
Ｑ．これまで経営管理してきた所有者から森林を取り上げるのか？
いいえ。
これまでどおり、森林所有者による経営管理（所有者自らが民間事業者に経営委託する場合を含む）を支援
することとしており、取り上げる（経営管理権を設定する）ことはありません。

Ｑ．市町村の方針に所有者が同意しなければ、強制的に経営管理権が設定されるのか？
いいえ。
森林所有者の意向を無視して、経営管理権を設定するものではありません。
所有者が不同意の場合の手続きの特例は、森林の経営管理が行われていないにも関わらず、所有者の意思表
示がない場合など、森林の多面的機能の発揮を行うためにやむを得ず、市町村に経営管理権を設定しなけれ
ばならないときに措置するものです。

Ｑ．主伐を強要されるのか？大系木の生産を目指した長伐期施業はできないのか？
いいえ。
この制度は、所有者の意向を無視し、標準伐期齢（50年程度）で主伐（皆伐）を進めるものではなく、期間
の定めもありません。
森林づくりの方針は、所有者の意向を踏まえ作成することになりますので、長伐期の意向があれば、それを
踏まえ経営管理の内容を決定します。

Ｑ．乱伐が進んで、再造林・保育が行われず放置されることになるのではないか？
いいえ。
経営管理を行う林業経営者は、伐採後の植栽や保育を実施できる体制を整えていることなどにより選定され
ます。
また伐採後の植栽や保育にかかる経費を適切に留保し、計画的かつ確実に実施しないといけないとされてい
ます。

Ｑ．経営管理実施権は大企業にしか設定されないのか？
いいえ。
経営管理実施権の設定を受ける林業経営者は、森林所有者や林業従事者の所得向上につながる高い生産性や
収益性を有するなど、効率的かつ安定的な林業経営を行うことを目指すものとしており、経営規模の大小は
問わないこととしています。
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昨
今
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
日

本
各
地
で
発
生
し
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
土
壌
に
は
雨
水
を
浸
透
さ

せ
、
時
間
を
か
け
て
排
出
す
る
こ
と
で
、

急
激
な
河
川
の
水
位
の
上
昇
を
緩
和
す

る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
効
果
を「
保
水
力
」と
呼
び
ま
す
。

土
壌
の「
保
水
力
」の
限
界
を
超
え
る

と
、
浸
透
し
た
水
が
表
土
を
持
ち
上
げ
、

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
確
立
が
高
ま
り

ま
す
。

「
保
水
力
」を
高
め
る
こ
と
は
、災
害

を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
保
水
力
の
大
部
分
を
担
っ
て
い

る
の
は
森
林
で
あ
り
、「
緑
の
ダ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
森
林
に
は
、
こ
の
土
壌
の
浸

透
に
加
え
、「
遮
断
」と「
蒸
散
」と
い
う

保
水
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
効
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

土
壌
の
浸
透（
貯
留
）効
果

土
壌
へ
の
浸
透
は
「
貯
留
効
果
」
と

も
表
現
さ
れ
、
山
間
部
の
降
雨
に
よ
る

急
激
な
河
川
の
水
位
上
昇
を
抑
え
、

ゆ
っ
く
り
下
流
へ
流
す
も
の
で
す
。「
水

源
涵
養
機
能
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
の
土
壌
と
は
林
床
の
表
土

を
指
し
、
落
ち
葉
な
ど
が
微
生
物
に
よ

り
分
解
さ
れ
た
有
機
物
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
無
数
の
細
か
な
空
隙
が
存
在
し
、

植
物
の
生
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

豊
か
な
土
壌
は
、
高
い
貯
留
機
能
を

有
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ち
な
み
に
無
立
木
地
か
ら
森
林
土
壌

が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
3
0
0
年
が

必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
砂
崩

れ
な
ど
が
お
き
る
と
、
一
瞬
の
う
ち
に

土
壌
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

高
い
貯
留
効
果
を
持
つ
土
壌
を
保
護

す
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
下
草
を
生
や

し
、
降
雨
や
水
滴
が
直
接
土
壌
に
落
下

し
な
い
よ
う
に
、
適
期
の
間
伐
や
野
生

鹿
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

遮
断
効
果

こ
れ
は
降
雨
の
水
滴
が
葉
や
枝
、
樹

皮
に
付
着
し
、
そ
の
ま
ま
蒸
発
す
る
こ

と
で
、
土
壌
へ
浸
透
す
る
水
量
を
減
ら

す
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
れ
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
な

細
か
く
小
さ
な
葉
を
持
つ
樹
木
で
、
よ

り
高
い
効
果
を
生
み
出
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

森
林
の
年
間
降
水
量
の
う
ち
、
約
2

割
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
研
究
発

表
も
あ
り
ま
す
。

蒸
散
効
果

樹
木
は
、
そ
の
生
長
の
過
程
で
根
か

ら
水
分
を
吸
い
上
げ
、
葉
に
あ
る
気
孔

か
ら
放
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
土
壌
の
水
分
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
を
蒸
散
効
果
と
呼
び
ま

す
。研

究
で
は
、
葉
と
土
壌
か
ら
で
年
間

降
雨
量
の
30
〜
40‌

%
は
蒸
散
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
は
水
分
を
吸
い
上
げ
る
力
が
強
く
、

潅
木
類
よ
り
も
高
い
蒸
散
効
果
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
旺
盛
な
生
長
量
は
、
蒸
散
機

能
の
向
上
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

健
全
な
森
林
の
育
成
が
保
水
効
果
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

森
林
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
多
面
的
効
果
を
持
ち
合
わ
せ
、
適
切

な
管
理
に
よ
り
、
そ
の
機
能
を
最
大
限

発
揮
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ

の
効
果
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
限
界
を
超
え
た
と
き
、
災
害
が

発
生
し
ま
す
。

減
災
と
退
避
ま
で
の
時
間
を
稼
ぐ

保
水
力
と
と
も
に
、
森
林
の
多
面
的

効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
管

理
に
加
え
、
立
木
に
よ
り
転
石
や
流
木

を
抑
制
す
る
施
業
、
ま
た
治
山
ダ
ム
な

ど
の
設
置
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

そ
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
の
が
、

タ
イ
ト
ル
の
金
剛
山
カ
ト
ラ
谷
の
土
砂

崩
壊
の
下
流
域
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で

す
。写

真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
き
な

岩
石
や
流
木
を
ス
ギ
の
立
木
が
捕
捉
し

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
下
流
域
に
設
置
さ
れ
た
治
山

ダ
ム
も
満
砂
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、

き
っ
ち
り
と
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る

“
減
災
”
と
と
も
に
、
災
害
発
生
ま

で
の
避
難
す
る
時
間
を
稼
ぐ
と
い
う
観

点
か
ら
の
森
林
づ
く
り
を
行
う
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

※�

こ
の
資
料
は
、東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命

科
学
研
究
科
付
属
演
習
林
の
蔵
治
光
一
郎

教
授
が
2
0
0
6
年
に
発
表
さ
れ
た
資
料

と
、国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
整
備
・
研
究

機
構
　
森
林
総
合
研
究
所
の
資
料
に
基
づ

く
、栗
本
組
合
長
の
見
解
で
す
。

葉からの蒸散 344㎜

降水 1213㎜

地面からの蒸発 88㎜

関東平野のアカマツ二次林における蒸発散量の測定
Iida, S. et al. (2006) Journal of Hydrology, 326, 166-180

森林なし

森林あり

洪水

時間

武庫川シンポジウム　藏治論文
ぐりーん・もあ　№22.2003 より引用

高い保水力の森林

スギ立木が岩石や流木を捕捉役割を果たした治山ダム

高い遮断効果のヒノキの葉

金剛山カトラ谷災害現場

これは、平成 29年 10 月の台風 21号により土砂崩壊が起
きた金剛山の山頂付近のブナ林の写真です。
この崩壊により土砂の一部は、千早赤阪村の集落付近にまで
到達しましたが、下流域のスギ林や治山ダムなどによって土
砂の多くは途中で止められ、大事には至りませんでした。

森林の保水力に
ついて



台風、山火事などによる万が一の災害に備え、
森林保険に加入しましょう!

7

■今秋から今冬にかけてのイベント一覧
施設名 イベント名 内容 開催日 申し込み

ラ・フォレスタ 草木染め マリーゴールドの花をロケットストー
ブで煎じて木綿の布を染めます 11月23日（祝） 申込受付中

材料費他2,000円

木根館
季節の

「かんなのはな」
ワークショップ

職人が削ったかんなくずから季節の花
「ポインセチア」を作ります。
講師は大石聖子氏

12月22日（土） 11/9から申込開始
材料費他2,000円

ラ・フォレスタ 木彫講座作品展
千早赤阪村在住の彫刻家　橋本康彦
氏の講座で、参加者が製作した作品を
展示。

1月5日（土）～
1月27日（土）の
期間中の

ラフォレスタ営業日

観覧無料

ラ・フォレスタ 木彫体験 千早赤阪村在住の彫刻家　橋本康彦
氏を招き木彫りの「うり坊」を制作 1月13日（日） 申込受付中

材料費他2,900円

木根館 木の香る
マガジンラック

上段は本を正面おいて、表装の
デザインを楽しむ設計。
Ｗ680×Ｄ212×Ｈ607

1月27日（日） 12/5から申込開始
材料費他7,000円

木根館 三段小引出し
大切なものをしまう三段小引出し。
使うごとに風合いが出るレトロ感。
Ｗ200×Ｄ200×Ｈ260

2月24日（日） 1/5から申込開始
材料費他5,000円

木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報
●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶
http://www.sinrin.org/foresta/sinrinforesta
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶
http://www.sinrin.org/kinkonkan

　
秋
も
深
ま
り
、
ゆ
っ
く
り
と
ク
ラ
フ

ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
木
根
館
で
は
、
時
間
を
決
め
て
自
由

に
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
ま
れ
た
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
て
制
作
さ

れ
た
り
、
お
気
に
入
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
企
画
に
参
加
さ
れ
た
り
と
、

お
客
様
の
ご
希
望
に
応
じ
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
開
館
時
間
内
は
木
工
の
指
導
員
が
常

駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で

も
安
心
で
す
。

　
時
間
を
決
め
て
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
ま

れ
る
方
に
は
、
お
得
な
回
数
券
も
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
人
気
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
予

約
で
定
員
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
。

　
気
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
企
画

は
、
お
早
目
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
現
在
、
木
根
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
木
工

を
始
め
て
み
た
い
初
心
者
の
方
む
け

に
、
道
具
の
基
礎
か
ら
始
め
る
「
習
い

事
教
室
」
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

時間利用：中学生以上200円/1ｈ、小学生100円/1ｈ（乳幼児無料）
終日利用（9：00〜17：00）：中学生以上1,000円、小学生500円

　保安林に指定された森林では、保安林として適切な森林状況を維持するために、
伐採率の上限や伐採後の植栽本数等が『指定施業要件』として定められています。
　この『指定施業要件』について、平成 13年の森林・林業基本法の改正を受け、
それ以後に指定される保安林については、間伐率の上限規制や植栽本数の規制が
緩和されることになりました。
　このため、改正以前に指定された保安林についても指定施業要件の見直し内容
を反映させるため、大阪府では法改正以前に指定された保安林の指定施業要件の
変更事務を進めています。 　予期せぬ災害に備えて、森林保険に加入しませんか?

　森林保険では保険契約された森林が、火災、風害、水
害、雪害、干害、凍害、潮害、噴火災といった8 つの災害に
より被災した場合に保険金をお支払いします。
　過去においては、平成16年に発生した大規模台風災
害に対し、全国で100億円を超える保険金をお支払いす
るなど、森林所有者の経済的損失を補うセーフティネッ
トとして、大きな役割を果たしています

　平成29年10月21日、台風
21号の襲来とともに発達した
前線の影響もあり、日本列島
の広範囲に大雨と暴風を引き
起こしました。
　大阪府内では、南河内地域
で激甚災害指定を受けるほど
の土砂災害を引き起こし、大
阪北部の被害地では、大雨に
よる地盤の緩みと暴風によ
り、樹木の倒伏・幹折れ・枝折れが発生しました。
　被害調査の結果、対象の樹木は12齢級のスギとヒノキ、実損面積は
0.07haで保険金額約25万円をお支払いいたしました。

○指定施業要件変更の手続きについて
　◦手続きは大阪府が行いますので、森林所有者の方の手続きは不要です。
　◦�変更内容の確認時と変更完了時の２回、指定施業要件の変更内容が告示され、

その際、大阪府より、それぞれ予定通知、確定通知をお送りします。

保安林の指定施業要件の見直しについて

被害地の状況

指
定
施
業
要
件
の
こ
こ
が
緩
和
さ
れ
ま
す

①間伐率の上限の引き上げ

②択伐の伐採限度の引き上げ

③植栽本数を見直し

平成 13年以前
20％以下

平成 13年以前
上限 30％

平成13年以前
3,000本/ha以上

見直し後

35％以下
間伐が遅れる森林での
効率的な間伐の
推進が可能

見直し後
（伐採後の植栽義務がある場合）

上限 40％
前回の伐採後の成長量を
限度に択伐率を決定。
複層林施業により適した
伐採が可能推進が可能

見直し後

1,200～3,000本/ha
立地条件と樹種に
応じて個別に
植栽本数を決定

大阪府内における森林保険金お支払い事例

加入してよかった! 森林保険

■森林保険のご相談・お申し込みはお気軽に
大阪府森林組合　072-698-0950

大阪府からの
お知らせ

木工クラフトのご利用料金

木彫体験「うり坊」

木の香るマガジンラック



不
安
定
な
状
態
で
崩
落
を
踏
み
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
少
し
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩

す
と
崩
落
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
今

後
も
厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
被
害
森
林
の
復
旧
に
は
、
保
安
林
で

あ
れ
ば
国
の
保
安
林
整
備
事
業
の
活
用
、

普
通
林
で
あ
れ
ば
受
益
者
負
担
を
伴
う

造
林
補
助
事
業
を
活
用
し
た
整
備
を
行

う
こ
と
が
通
例
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
国
の
予
算
確
保
が

な
さ
れ
た
上
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な

か
で
順
次
、
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
森
林
組
合
で
は
、
被
害
森
林
の
調
査

や
状
況
の
報
告
と
と
も
に
、
大
阪
府
知

事
宛
て
に
激
甚
災
害
指
定
を
含
め
た
要

望
書
を
10
月
10
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
森
林
所
有
者
へ
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
減
し
な
が
ら
、
こ
の
状
況

を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
関
係

機
関
に
対
し
、
補
助
金
の
上
乗
せ
や
公

的
措
置
に
よ
る
倒
木
対
策
に
加
え
、
森

林
が
持
つ
多
面
的
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
再
造
林
な
ど
の
措
置
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
要
望
活
動
と
と
も
に
、

被
害
森
林
の
復
旧
が
事
業
化
さ
れ
ま
し

た
あ
か
つ
き
に
は
、
組
合
と
し
て
も
最

大
限
努
力
し
、
大
阪
府
内
の
森
林
の
復

興
に
全
力
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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本
年
9
月
4
日
、
非
常
に
強
い
勢
力

を
保
っ
た
ま
ま
、
台
風
21
号
が
徳
島
県

南
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　
上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
9
5
0
hPa
、

中
心
付
近
の
最
大
風
速
は
45‌
m
と
発
表

さ
れ
て
お
り
、
「
非
常
に
強
い
」
勢
力

で
上
陸
し
た
の
は
25
年
ぶ
り
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
神
戸
市
に
再
上
陸
し
た
後
、

日
本
海
へ
抜
け
、
翌
5
日
の
午
前
9
時

に
温
帯
低
気
圧
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
接
近
に
伴
い
、
四
国
・
近

畿
・
中
国
・
北
陸
・
北
海
道
で
記
録
的

な
暴
風
を
記
録
し
、
関
西
国
際
空
港
で

は
最
大
瞬
間
風
速
58・1
m
、
大
阪
市
で

も
47・4
m
を
観
測
す
る
な
ど
、
複
数
の

地
点
で
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し
ま
し

た
。

　
中
で
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
っ
た
の
は
、

大
阪
市
住
之
江
区
で
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
に
駐
車
中
の
車
両
が
暴
風
に
よ
り
転

覆
し
、
ま
た
倒
壊
し
た
自
販
機
や
フ
ェ

ン
ス
の
下
敷
き
に
な
り
、
放
置
さ
れ
て

い
る
状
況
で
し
た
。

　
暴
風
は
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
に
も
猛
威

を
ふ
る
い
、
大
阪
府
内
各
地
で
長
期
間

に
わ
た
り
停
電
が
続
き
、
ま
た
水
の
供

給
が
停
止
す
る
な
ど
、
府
民
の
暮
ら
し

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
高
潮
に
よ
り
、
湾
岸
部
で
浸
水

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
関
西
国
際
空
港
で
は
暴
風
に
よ
り
、

航
空
燃
料
を
運
ぶ
タ
ン
カ
ー
が
漂
流
。

連
絡
橋
に
激
突
し
た
こ
と
で
、
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
遮
断
さ
れ
、
利
用
客
や

空
港
職
員
が
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
の
被
害
に
つ
い
て

　
時
間
を
追
っ
て
、
接
近
す
る
巨
大
台

風
の
進
路
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
台
風

の
中
心
か
ら
若
干
距
離
が
開
い
て
い
た

の
で
、
大
き
な
被
害
発
生
は
予
想
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
一
過
、
各

地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
報
告
は
耳
を
疑
う

も
の
で
し
た
。

　
被
害
地
の
写
真
は
、
ど
の
方
向
か
ら

暴
風
が
吹
き
荒
れ
た
の
か
が
一
目
で
わ

か
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
組
合
職
員
は
被
害
の
状
況
を
調
査
す

る
た
め
に
、
林
道
に
折
り
重
な
っ
た
風

倒
木
を
乗
り
越
え
、
時
に
く
ぐ
り
、
場

合
に
よ
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
通
行
で
き

る
幅
だ
け
カ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
汗
み
ど

ろ
に
な
り
な
が
ら
進
ん
で
行
っ
た
先
に

あ
る
の
は
、
さ
ら
な
る
風
倒
被
害
森
林

で
す
。

　
そ
の
た
め
被
害
の
全
容
の
調
査
を
目

的
と
し
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上

空
か
ら
の
確
認
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地

域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
調
査
を
経
て
、
目
視
も

し
く
は
図
面
上
の
計
測
に
よ
る
、
10
月

10
日
現
在
の
森
林
被
害
面
積
は
、
府
内

で
7
3
1

‌

ha
に
上
り
ま
す
。

　
府
内
全
域
の
森
林
で
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
の
が
高
槻
市
域
の
森
林
で
す
。

　
市
内
を
南
北
に
貫
く
府
道
枚
方
亀
岡

線
に
沿
っ
た
森
林
で
は
、
倒
木
個
所
が

多
発
。

　
倒
木
が
車
両
の
通
行
を
阻
み
、
一
般

車
の
開
通
ま
で
に
約
1
週
間
を
要
し
ま

し
た
。

　
加
え
て
倒
木
が
電
線
に
倒
れ
か
か
り
、

そ
の
影
響
で
電
柱
が
倒
壊
。
こ
れ
が
原

因
と
な
り
高
槻
市
北
部
は
長
い
と
こ
ろ

で
1
週
間
、
停
電
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
組
合
が
運
営
す
る
高
槻
森
林
観
光
セ

ン
タ
ー
内
の
森
林
も
大
規
模
な
風
倒
被

害
を
受
け
、
一
部
の
施
設
が
風
倒
木
に

よ
り
被
災
す
る
な
ど
、
9
月
中
は
営
業

を
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
河
内
長
野
市
、
千
早
赤
阪
村
、

和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
貝
塚
市
、
泉
佐

野
市
で
も
倒
木
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
国
の
造
林
補
助
事

業
に
よ
り
伐
採
、
搬
出
を
予
定
し
て
い

た
森
林
の
樹
木
が
無
残
に
も
な
ぎ
倒
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
森
林
の
被
害
調
査
と
同

時
並
行
で
、
組
合
で
は
道
路
や
住
宅
に

支
障
を
及
ぼ
す
倒
木
処
理
に
忙
殺
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
に
市
街
地
に
お
け
る
大
径
木
伐
採

は
、
組
合
が
培
っ
た
技
術
を
も
っ
て
し

て
も
厳
し
い
現
場
が
多
く
、
ま
た
次
か

ら
次
へ
と
舞
い
込
む
依
頼
へ
の
対
応
に

も
苦
慮
し
ま
し
た
。

　
た
だ
樹
木
に
よ
る
被
害
が
、
こ
れ
以

上
、
拡
大
し
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
限

り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
害
森
林
に
つ
い
て

　
被
害
森
林
は
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
2
次
、
3
次
の
災
害
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
斜
面
の
倒
木
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

大阪市住之江区のコインパーキング

倒木が林道をふさぎ調査を阻む高槻森林観光センターの被害森林

和泉市宮ノ谷地区森林

道路沿いの倒木処理作業

台
風
21
号
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て


